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第51－54回体育祭（療育センターにて）

福祉会開運の行事実績と予定

依然、世界規模で猛威を振るっている新型コロナウイルス。日本国

7月1日発行

SSKR
千葉市身障者福祉会
発　行　広報委員会
責任者　飛嶋　信行

内では徐々に収束の兆しが見られて来ていますが、まだまだ気の抜けない状況ではあります
が、収束していることも事実です。

これは、皆さんのご協力のたまものだと思います。あともう少し、皆さんで協力し合って、
この猛威を乗り切りましょう。
福祉会の開催行事もほぼ中止や書面会議となり、当会報にて行事の報告が出来ないのが広

報委員長として非常に心苦しいです、がこのような状況だからこそ、正確な情報を皆様にお
伝え出来るよう広報委員として勤めていきたいと思います。

前号に引き続き、現在判明している行事について以下に掲載します。

07月
7月3日（金）福祉講話　仁戸名小学校　5・6年生・・・中止
7月9日（金）福祉講話　川戸小学校　　4年生・・・10月1日（木）へ延期
7月11日（土）月例理事会・・・開催

08月
8月8日（土）月例理事会・・・開催

09月
9月11日（金）福祉講話　花見川小学校　4年生・・・延期（日時検討中）
9月12日（土）月例理事会・・・開催
9月12、13日（土、日）政令市身障団体連絡協議会　なごや会議・・・書面会議

9月13日（日）第78回ふれあいボウリング大会・・・開催
9月15日（火）重度障害者日帰り慰安旅行・・・中止（以下理由により）

※コロナ対策の為福祉バスたいよう号乗車定員制限　43名→16名に縮小
※昼食を43名でとれる場所の確保困難の為

010月
10月4日（日）第55回体育祭・・・中止（以下理由により）

※毎年180－200名参加予定だがコロナ対策により体育室使用定員30名以下に縮小
※使用時間制限の為　①9時～11時30分　②13時～16時30分

10月24－26日（土一月）第20回全国障害者スポーツ大会　鹿児島大会・‥中止（以下理由により）
※全国から選手、役員3500名の移動・宿泊が発生する為

このコロナ禍も少しずつ収束を見せ始めてきています。皆さんの小さな努力と気遣い思い
やりが大きな成果になるはずです。
みんなで協力し合って、少しでも早くこの状況を収束させ、また皆さんで笑い合いましょ

う！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会）
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令
和
二
年
度

「
重
囲
評
聾
曇
」
書
面
会
誌

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

の
令
和
2
年
度
、
事
業
計
画
、

予
算
を
決
定
す
る
「
評
議
員
会
」

が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
書
面
会

議
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
評
議
員
会
書
面
会
議
、
全
員

一
致
で
成
立

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
5
月
1
7
日

㈲
第
1
回
評
議
員
会
を
中
止
。

書
面
会
議
に
変
更
す
る
旨
、
理

事
、
評
議
員
に
4
月
2
7
日
㈲
書

面
に
て
通
知
。

5
月
日
日
㈲
付
、
理
事
2
1
名
、

評
議
員
1
7
名
全
員
賛
成
・
承
認

で
書
面
会
議
が
成
立
し
ま
し
た
。

◆
事
業
報
告
・
事
業
計
画

高
山
会
長
よ
り
理
事
、
評
議

員
に
配
布
さ
れ
た
書
面
の
資
料

に
令
和
元
年
1
2
月
か
ら
令
和
2

年
3
月
ま
で
の
事
業
報
告
が
記

載。
令
和
2
年
4
月
か
ら
令
和
3

年
3
月
ま
で
の
事
業
計
画
も
提

案
、
記
載
さ
れ
可
決
、
成
立
致

し
ま
し
た
。

令
和
2
年
4
、
5
、
6
月
の

事
業
は
全
て
中
止
の
方
向
に
な

る
と
の
見
込
み
。

ま
た
、
令
和
3
年
1
月
2
4
日

㈲
「
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
・
創
立
7
0
周
年
記
念
大
会
」

に
当
た
り
ま
す
。
記
念
大
会
と

な
る
為
、
例
年
度
よ
り
予
算
を

増
額
し
盛
大
に
催
す
予
定
と
し

て
い
ま
す
。
会
員
ご
家
族
の
方
、

是
非
ご
参
加
さ
れ
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
会
計
報
告
・
予
算
案
承
認

小
倉
財
務
委
員
長
よ
り
令
和

元
年
度
の
事
業
に
対
す
る
二

股
会
計
の
収
支
報
告
」
に
つ
い

て
書
面
資
料
に
て
報
告

「
令
和
2
年
度
の
予
算
案
」
に

つ
い
て
も
同
様
に
書
面
に
て
報

告。
い
ず
れ
も
提
案
通
り
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◆
会
計
・
監
査
報
告

4
月
2
1
日
㈹
小
倉
、
平
本
会

計
。
十
川
、
中
村
会
計
監
査
に

よ
る
監
査
報
告
が
さ
れ
、
書
面

会
議
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
年
会
費
変
わ
ら
ず

「
今
年
も
千
円
」

小
倉
財
務
委
員
長
よ
り
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
各
委
員
長
の

頑
張
り
で
今
年
も
「
一
世
帯
千

円
」
の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

地
区
役
員
が
集
金
に
伺
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。◆
役
員
の
変
更

評
議
員
会
に
お
い
て
役
員
の

改
選
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

花
島
桂
三
様
、
理
事
退
任

（
体
調
不
良
）

末
武
儀
一
様
、
評
議
員
退
任

（逝去）

畑
中
昌
子
様
、
評
議
員
退
任

（逝去）

◆
千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

担
当
役
員
名
簿
　
（
敬
称
略
）

会
　
長
（
総
務
委
員
長
　
兼
任
）

高
山
　
功
一

副
会
長
（
体
育
委
員
長
　
兼
任
）

小
嶋
　
勇
明

副
会
長
（
財
務
委
員
長
　
兼
任
）

小
倉
　
春
夫

副
会
長
（
総
轄
委
員
長
　
兼
任
）

平
本
　
広
志

組
織
委
員
長

旅
行
委
員
長

広
報
委
員
長

結
婚
相
談
員

監
　
　
　
査

片
岡
　
山
訓

砂
原
　
時
男

飛
嶋
　
信
行

宮
武
　
陽
子

中
村
　
　
徹

十
川
　
政
枝

（
広
報
委
員
会
）

第
7
8
回
「
ふ
れ
あ
い

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
開
催
告
知

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉

会
の
「
第
7
8
回
ふ
れ
あ
い
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
」
は
令
和
2

年
9
月
1
3
日
㈲
鎌
取
駅
前
の

イ
オ
ン
五
階
ラ
ク
ゾ
ー
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

集
合
時
間
は
9
時
0
0
分
で

す。

ゲ
ー
ム
参
加
費
は
無
料
、

貸
靴
は
3
7
0
円
と
な
り
ま

す。
貸
靴
希
望
の
方
は
、
一
緒

に
靴

い
し

の
サ
イ
ズ
も
申
告
お
願

ます。

申
し
込
み
締
切
は
8
月
3
1

日
㈲
ま
で
、
地
区
役
員
に
申

し
込
み
下
さ
い
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
体
育
委
員
会
）

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
を
忘
れ
ず
に

政
府
に
よ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
、
特
別
定

額
給
付
金
事
業
が
6
月
1

日
よ
り
申
請
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

障
害
者
及
び
高
齢
者
の
申

請
手
続
き
完
了
が
低
調
で

あ
る
と
、
千
葉
市
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
1
人

あ
た
り
1
0
万
円
の
給
付
と

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
請
手
続
き
を
行
う
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
申
請
期
限
は
8
月
3
1

日
と
な
っ
て
お
り
、
7
月

末
ま
で
に
申
請
手
続
き
が

完
了
し
な
い
世
帯
に
は
、

再
度
申
請
勧
奨
を
行
う
予

定
で
す
。
申
請
忘
れ
の
無

い
よ
う
、
確
実
に
手
続
き

を
行
っ
て
下
さ
い
。

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
創
立
7
0
周
年
記
念
大
会

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
も
来
年
度
で
7
0
周
年
を
迎

え
ま
す
。

諸
先
輩
が
築
き
上
げ
て
下
さ
っ
た
福
祉
会
を
会
員
、
家

族
そ
し
て
ご
指
導
下
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
と
共
に
お
祝

い
す
る
為
、
総
務
委
員
会
に
て
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

大
勢
の
皆
様
で
7
0
周
年
を
祝
え
る
よ
う
、
会
員
、
家
族

の
皆
様
に
は
是
非
予
定
を
調
整
し
て
ご
参
加
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
‥
令
和
3
年
1
月
2
4
日
（
日
）

場
　
所
‥
み
や
ざ
き
倶
楽
部
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千
葉
身
障
の
歴
史
④

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
い
ま
し
た

が
、
千
葉
身
障
の
歴
史
。
今
回
は
第

4
弾
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
第
1
号
、
第
1
5
0

号
、
第
1
9
6
号
、
第
1
0
0
号
と

振
り
返
っ
て
来
ま
し
た
。

今
回
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
5
0
年

前
の
1
9
9
0
年
。
平
成
2
年
7

月
、
第
0
0
号
を
振
り
返
っ
て
行
き
ま

す
。
広
報
責
任
者
は
第
1
0
0
号
同

様
、
現
会
長
の
高
山
功
一
さ
ん
で
す
。

ち
な
み
に
現
広
報
責
任
者
の
私
は
当

時
7
歳
で
す
。

早
速
当
時
の
記
事
の
内
容
で
す
が
、

1
、
2
両
は
現
在
の
広
報
の
記
事
と

同
様
、
当
時
の
評
議
員
会
の
内
容
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
場
所
は

今
と
は
異
な
り
、
千
葉
市
社
会
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
評

議
員
会
の
内
容
は
今
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
、
議
長
選
任
、
事
業
報
告
、
会
計
、

会
計
監
査
、
事
業
計
画
、
一
般
会
計

予
算
、
年
会
費
当
が
掲
載
さ
れ
て
い

ます。当
時
の
会
長
は
松
坂
さ
ん
、
議
長

は
松
藤
さ
ん
が
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

ま
た
年
会
費
は
当
時
、
6
0
0
円

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
更
に
「
一
年

間
の
目
標
と
標
語
」
と
い
う
項
目
も

当
時
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

3
面
に
は
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
結
果
報
告
の
記
事
が
の
せ
ら
れ
、

開
催
場
所
は
千
葉
県
総
合
運
動
場
で

開
催
さ
れ
、
4
0
名
も
の
参
加
者
が
出

場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
体
育
祭
の
報
告
記
事
が
掲

載
さ
れ
、
開
催
場
所
は
今
と
変
わ
ら

ず
療
育
セ
ン
タ
ー
体
育
室
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
参
加
者
は

1
7
5
名
と
な
っ
て
お
り
、
今
と
変

わ
ら
な
い
人
数
の
方
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

4
面
に
は
新
任
の
相
談
員
の
紹
介

募
金
、
ご
寄
付
の
記
事
。
花
火
観
賞

及
び
キ
ャ
ン
プ
訓
練
の
募
集
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
号
、
1
0
0
号
、
1
5

0
号
と
同
様
、
各
面
の
最
下
段
に
は

広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

か
ら
5
0
年
前
の
千
葉
身
障
、
毎
度
書

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
非
常
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
い

つ
も
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

3
0
年
経
っ
た
今
で
も
変
わ
ら
な
い
も

の
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
。
こ

の
記
事
を
読
ま
れ
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ

に
色
々
な
思
い
が
蘇
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
不
定
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
千
葉
身
障
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）
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